
2024年度 デジタル展示

回セ！地域経済
―江戸・明治の町田の金融史―

町田市立自由民権資料館 最終更新：2025/03/31

⚫ 本コンテンツは、 2024年10月12日～12月8日に開催し
ました、2024年度企画展「回セ！地域経済―江戸・明治
の町田の金融史―」をもとに作成したものです。

⚫ 都合により、展覧会の内容と一部異なる場合があります。

⚫ 関連する資料をご覧になりたい方は、
より、町田デジタルミュージアムをご覧ください。

デジタル展示の内容について許可なく転載、複製することは固くお断りいたします。



ここでは、地域経済をテーマに、

自由民権資料館が保管する金融業

にまつわる歴史的な資料をご紹介

します。



“経済を回すぞ～(^O^)ノ”……って何だろう？

「経済を回す」というフレーズは、コロナ禍以

降、とても身近なフレーズになりました。しか

し、単にお金を使えば、“経済を回す”ことにな

るのでしょうか？

経済学の分野では、経済の基本の仕組みを３つ

の主体（グループ）で考えています。社会のな

かでは、そのグループの間を“財が回って”いま

す。経済とは、そうした“財が回る”仕組みや機

能の総体（経済循環）を意味しています。この

仕組みをつなぐ役割を担っているのが金融（な

いし金融業）です。



Ⅰ 伝わる、お金
回りはじめた地域の経済

財にはさまざまなモノが含まれま

すが、ここからは、主にお金に注

目して見ていきます。



町田にお金が伝わったのはいつ頃だろう？

日本では、中国のお金（銭貨）を手本にして、７世紀後半から10世紀半ばまで、富本銭や

和同開珎（708年）に代表される金属製のお金が発行されました。しかし、材料の銅の不

足などから次第に質が悪くなり、乾元大宝（958年）を最後に、江戸時代の寛永通宝

（1636年）が発行されるまで、国内で公式の銭貨は作られませんでした。鎌倉時代中期以

降、お金による商品の取引や納税（代銭納）が進みました。この頃に利用されたお金は、

日宋貿易や日明貿易によって大量に流入した渡来銭でした。

町田市域にお金（銭貨）が入ってきた正確な時期は定かではありませんが、市域の数か所

の遺構からはお金が出土しています。平成６（1994）年には、鶴川地区の能ヶ谷で、室町

時代頃のものと推定される、約９万枚におよぶお金が発見されています。渡来銭など97種

類が確認されています。



町田市指定有形文化財

永楽通宝
（能ヶ谷出土銭より）
（1408年発行）

永楽通宝は、中国明朝時代に鋳

造された銭貨です。室町時代に

日本で流通しました。

大量の出土銭は、町田市域で

も、古くから多くのお金が伝

わっていたことやお金を利用す

る機会が存在していたことを物

語っています。

町田デジタルミュージアム へ GO!
モット知りたい！
町田の歴史 能ヶ谷出土銭（3D）

https://adeac.jp/machida-digital-museum/viewer/mp000420-200020/s042/
https://adeac.jp/machida-digital-museum/viewer/mp000420-200020/s042/
https://adeac.jp/machida-digital-museum/viewer/mp000420-200020/s042/


Ⅱ 売り買いあれば、貸し借りあり
質屋が回す地域の経済

江戸時代には、お金による経済活

動がより活発になりました。地域

経済をつなぐ金融業の足跡も見ら

れるようになっていきます。



町田にはどのくらい質屋さんがいたんだろう？

天正18（1590）年に徳川家康が江戸へ入部し、将軍に任命された後、江戸の建設を本格

化させました。江戸は、最盛期には人口100万人に達する大都市に発展していきました。

江戸の消費に刺激され、まわりの村でも次第に養蚕や製糸などの商品をつくり、それらを

売ることでお金を得る人びとも増え、お金を使って生活をする人びとも現れるようになり

ます。人びとの暮らしにお金の必要性が高まると、村のなかでお互いにお金を融通しあう

ためのさまざまな仕組みが生まれてきました。

当館では、村役人を担った家の歴史資料群を数多く保管しています。それらのなかには、

お金を融通することを商売とする質屋営業に関する歴史資料が多く残されています。

文政10（1827）年に設置された小野路村を中心とする組合村の事例では、32ヶ村に76人

の質屋営業者がいたことが確認できます。



質屋仲間儀（議）定帳
文政10（1827）年10月

文政10（1827）年に関東地方

の治安維持を目的として設置

された改革組合村の一つであ

る小野路村を中心とする組合

村では、質屋仲間を結成し、

お互いに営業のきまりをつく

りました。

町田デジタルミュージアム へ GO!
モット知りたい！
町田の歴史 小野路村縮図 組合村々取締方連印書付

https://adeac.jp/machida-digital-museum/viewer/mp000730-200010/074-1/
https://adeac.jp/machida-digital-museum/viewer/mp000160-200010/016/


金銀改之帳
文化14～（1817～）年

質屋では、店卸帳や利息帳な

ど、お金の貸借を記録する帳

簿が作成されました。

営業利益は個々の質屋によっ

て異なりますが、この店卸帳

によると、文化14年には「貸

金」は「29両３分程」と記さ

れています。



Ⅲ 経済を回す、新たなしくみ
明治初期の銀行と地域経済

海外貿易開始により、地域経済も

新たなステージへと展開します。

そうしたなかで、新しい金融の仕

組みである銀行が誕生します。



明治維新を経てどう変わっていったのだろう？

安政５（1858）年に江戸幕府は諸外国と通商条約を結び、本格的に海外貿易を開始しまし

た。開港直後、町田市域でも主要輸出品であった生糸の生産が活発になる一方で、激しい

物価上昇（インフレ）が起こります。

明治維新後もインフレが度々起こり、明治新政府は通貨改革（「新貨条例」）や税制改革

（地租改正事業）などを実施して、お金の価値や国家財政の安定化を図ります。明治５

（1872）年の地租改正では、土地の所有者（個人）に対して地租（税）が課され、税はお

金で支払うこと（金納）になりました。

明治５（1872）年に「国立銀行条例」を制定し、欧米をモデルにした新たな金融の仕組み

である銀行が誕生します。さらに、この条例が明治９（1876）年に改正されたことをきっ

かけに、各地で銀行が相次いで設立されました。町田市域では、明治15（1882）年５月

に、相原村の青木勘次郎らを中心に武相銀行が設立されました。



町田デジタルミュージアム へ GO!
モット知りたい！
町田の歴史

相場覚書
（「晴雨日記」のうち）
文久元（1861）年６月19日条

下図師村で村役人を勤めてい

た佐藤甚右衛門の日記の１冊

に記された近隣の相場の様子

です。

1700年頃の公定相場が約金１

両＝銭4000文だったのに対

し、幕末の時期には、金１両

＝銭６貫600文（6600文）

と、非常に金が高値になって

いたことがわかります。

御三給入交絵図（図師村）

https://adeac.jp/machida-digital-museum/viewer/mp000640-200010/064/


神奈川県武相銀行印
明治15（1882）年（推定）

多摩地域では、明治11（1878）

年２月に第三十六国立銀行が設

立されたのち、明治14（1881）

年に八王子銀行、旭銀行と八王

子を中心に、私立銀行が相次い

で誕生しました。

町田市域では、明治15（1882）

年に武相銀行が誕生します。



Ⅳ 小野路・角屋の質屋経営

ここからは、町田市域の個々の質

屋や銀行業について、より具体的

に迫ってみましょう。



地域の質屋はどういう存在だったのだろう？

地域のなかの有力な百姓たち（豪農）は、農業だけではなく、さまざまな業種を兼業して

いました。金融業は、多角経営のなかでも柱に一つに位置づけられていたと言われます。

現在、町田市小野路町の小野路宿里山交流館がある場所には、かつて角屋（かどや）とい

う旅籠（はたご）がありました。角屋も、旅籠を営む一方、荒物や質屋など、多角経営を

行っていました。文政期の質屋仲間にも、当時の当主・熊蔵が名を連ねています。熊蔵

は、同時期には小野路村の名主役も勤めていました。

明治時代には、銀行という新しい金融の仕組みが誕生しましたが、質屋という業態は今日

まで残り続けています。角屋は、明治時代においても質屋営業を継続していました。

当館が保管する角屋の歴史資料群には、質物台帳や利息帳など、質屋経営に関わる数多く

の資料が含まれています。そこからは、質屋を営むことが、ただ個々の家の利益を追求す

るだけではなく、地域の人びとの生活を支えた側面が見えてきます。



質物台帳
明治時代

角屋に残されている質物台帳

の多くは、明治時代に入って

からのものです。村内や近隣

の旧村の人びとが多く利用し

ていた様子がうかがえます。

町田デジタルミュージアム へ GO!
モット知りたい！
町田の歴史 関東大震災前の小野路・細野家（角屋）

https://adeac.jp/machida-digital-museum/viewer/mp001450-200010/123/


角屋の利足帳（利息帳）
江戸時代

角屋の資料群に残されている

江戸時代の利息帳です。

利息帳の記載には、時折「桑

質」の記載も見られ、養蚕を

行っていた地域の質物の特徴

を表しています。



無利息貸金控帳
明治16（1883）年12月

大蔵卿・松方正義のデフレ政策

による影響で、地域経済は不況

になっていきました。

当時の角屋の当主・利平司は、

お金に困った村の人びとへ、無

利息でお金を貸していたことが

わかる控帳です。



Ⅴ 武相銀行の誕生

武相銀行は、多摩地域でも早くに

設立された私立銀行です。その経

営は、現在の銀行とは異なる様相

でした。



明治はじめの銀行はどんな経営をしていたのだろう？

明治前期の銀行の経営には、江戸時代から質屋営業などで培ってきた金融のノウハウが活

用されていたと言われます。

町田市域においても、江戸時代に質屋を営んでいた相原村の青木勘次郎が、地域の農業の

活性化を目指して、明治15（1882）年に武相銀行を設立しました。勘次郎は、初代頭取

に就任します。

設立当初の武相銀行本店は、青木家の屋敷に設けられました。また、明治17（1884）年

には、市が開かれる原町田や久保沢へ出張所を開設していました。

武相銀行は、株式を発行して経営のためのお金（資本金）を集め、そのお金を顧客へ貸し

出ししていました。当館所蔵の青木家の歴史資料群には、武相銀行の設立期の様子を伝え

る書類や、株主への営業報告書が残されています。



町田デジタルミュージアム へ GO!
モット知りたい！
町田の歴史

店卸帳
天保５（1834）年12月

青木家の資料群に伝わる江戸

時代の店卸帳です。

貸金の記録だけではなく、勝

手向き（家計）の記録など、

家全体に関わるお金の出入り

が記録されています。

青木家銅版画

https://adeac.jp/machida-digital-museum/viewer/mp000470-200010/047/


第二回実際報告書（草稿）（右）

明治16（1881）年６月30日

設立規則には、武相銀行の業務

は、動産・不動産を抵当として

貸付を行うこと等を本務として

掲げています。

株主への報告書では、当初、経

営は好調であり、その要因は農

家を顧客とし土地を抵当とした

ことにあると考察しています。

武相銀行設立規則（左）

明治16（1881）年



武相銀行では設立当初より、原

町田と津久井郡川尻村の久保沢

に出張所を出すことを計画して

いました。

原町田には毎月開かれる二六の

市にあわせて出張所を開設して

いました。

町田デジタルミュージアム へ GO!
モット知りたい！
町田の歴史

原町田出張所設立願（右）

明治16（1881）年11月

第二回実際報告（左）

明治16（1883）年１～６月

武相銀行の書類箱

https://adeac.jp/machida-digital-museum/viewer/mp000390-200010/039/


Ⅵ 武相銀行からみた困民党

最後に、金融業と人びとの暮らし

の間で繰り広げられたお金にまつ

わる問題についてみていきます。



経済が不況になったとき、地域の人びとや銀行はどうしたのだろう？

武相銀行が設立された時期は、新政府の財政政策により、国内経済が不況（デフレ期）と

なっていました。また、ヨーロッパで流行していた蚕の病気である微粒子病が沈静化に向

かったことで、ヨーロッパの生糸市場が回復します。それによって、開港当初、ヨーロッ

パに向けた貿易で生産が盛んになった日本の生糸の相場も次第に停滞・下落し、借りたお

金の返済に苦しむ人びとが増えていきました。

明治17（1884）年になると、そうした人びとが集まり、銀行へ押しかけ、返済の延期や

利息をなくすよう迫るようになりました。8月には八王子の御殿峠に多くの負債者らが集ま

りました。こうした騒動は、研究上、困民党事件と呼ばれています。

不況のなかで、お金をめぐり、誕生したばかりの銀行と、産業の担い手である人びととの

間で摩擦が生じ、地域の有力者たちも仲裁活動に追われました。ここからは、一筋縄では

いかない地域経済のありようが垣間見られます。



町田デジタルミュージアム へ GO!
モット知りたい！
町田の歴史

八王子における困民党の様子を

描いた風刺画です。薄らと「蜂

逢ふ寺（八王子）」という文字

が見えます。

武相銀行も、その影響を受け、

ほとんど休業状態となり、臨時

株主総会を開催し、今後の経営

方針を相談しました。

「金の敵（かたき）」
（『団団珍聞』456号）
明治17（1884）年９月６日

風刺漫画「金の敵」

https://adeac.jp/machida-digital-museum/viewer/mp000400-200010/040/


細野喜代四郎の書簡
明治17（1884）年11月

連合戸長であった細野喜代四郎

は、管轄の村々における負債者

の返済方法について、度々武相

銀行と懸け合います。

村によっては、抵当物（担保）

を渡すことで済ませ、また別の

村では、負債者のなかでも極め

て困窮した人びとの利息の免除

を依頼するなど、対応も状況に

応じて繁雑化していきました。

町田デジタルミュージアム へ GO!
モット知りたい！
町田の歴史 細野喜代四郎覚書 細野喜代四郎

https://adeac.jp/machida-digital-museum/viewer/mp000380-200010/038/
https://adeac.jp/machida-digital-museum/viewer/mp001080-200010/086/


第六回上半季実際報告
明治18（1885）年１～６月日

不況が続くなか、武相銀行で

働く人びとも対応に追われ、

業務も繁雑になり、苦労が多

くなったと嘆いています。

困民党の時期をさかいに、武

相銀行は本店を八王子へと移

し、経営方針も大きく転換さ

せていくことになりました。
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